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「
行
政
改
革
大
綱
」
と
は
？

　

行
政
改
革
大
綱
と
は
、
簡
素
で
効

率
的
な
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

10
か
年
に
お
け
る
行
政
改
革
の
基
本

的
な
取
組
方
針
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

る
も
の
の
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た

借
金
は
１
０
０
０
兆
円
に
ま
で
お
よ
び
、

全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
進
む
な
ど

自
立
し
た
行
政
経
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
本
市
は
、
合
併

を
実
現
し
て
行
財
政
規
模
は
大
き
く

な
っ
た
も
の
の
、
旧
町
か
ら
引
き
継
い

だ
大
型
事
業
を
抱
え
、
無
駄
を
な
く

し
て
限
ら
れ
た
財
源
と
職
員
等
の
行

政
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
市
民
に

満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
さ
ら
に
行
政
改
革
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
大
綱
に
定
め
る

市
政
の
取
組
方
針
は
、
平
成
19
年
度

に
策
定
さ
れ
る「
北
名
古
屋
市
総
合

計
画
」で
具
体
的
な
政
策
・
施
策
と

し
て
示
さ
れ
ま
す
。

　  

基
本
項
目
と
重
点
目
標

　

行
政
改
革
大
綱
は
、
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
事
務

事
業
の
成
果
を
公
表
す
る
も
の

と
し
、
７
つ
の
基
本
項
目
と
当
面
の

重
点
目
標
を
次
の
と
お
り
定
め
て
い

ま
す
。

基
本
項
目

◇
事
務
･
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃   

止
・
統
合

◇
民
間
委
託
等
の
推
進

◇
定
員
管
理
の
適
正
化

◇
給
与
の
適
正
化

◇
外
郭
団
体
等
の
見
直
し

◇
電
子
化
の
推
進

◇
財
政
の
健
全
化

当
面
の
重
点
目
標
（
概
略
）

◇
合
併
一
元
化
に
お
け
る
事
務
事
業

等
を
さ
ら
に
調
整
、
点
検
し
、
適
切

な
行
政
の
推
進
と
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

◇
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
次
の

項
目
を
重
点
的
に
進
め
る
。

○
経
常
経
費
の
抑
制

○
事
務
事
業
の
民
間
委
託

○
施
設
管
理
の
民
間
委
託
お
よ
び
指

　
　

　　

昨
年
11
月
2
日
、
今
後
の
本
市
の

行
政
改
革
の
指
針
と
な
る「
行
政
改

革
大
綱
」と
そ
の
実
施
計
画
で
あ
る

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」が
行
政
改
革
推

進
委
員
会（
※
）か
ら
市
長
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
2
つ
の
文
書
は
、
市

長
か
ら
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
諮

問
さ
れ
、
４
回
に
わ
た
る
会
議
や
先

進
地
の
視
察
等
を
行
い
、
慎
重
に
審

議
を
重
ね
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
に
、
行
政
改
革
を
実
行
し
、

健
全
財
政
に
よ
る
自
立
し
た
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、 「
北
名
古
屋
市
行
政

改
革
大
綱
お
よ
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
概
略
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、 

学

識
経
験
者
を
含
む
市
民
10
人
で
構

成
さ
れ
、
行
政
改
革
の
推
進
に
関

す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る

も
の
で
す
。

「
行
政
改
革
大
綱
」

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
を
進
め
ま
す

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
を
進
め
ま
す

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
を
進
め
ま
す

　

定
管
理
者
制
度
の
利
用
促
進

○
イ
ベ
ン
ト
の
統
廃
合

○
人
件
費
の
削
減

◇
学
校
等
の
耐
震
化
、
雨
水
貯
留
施

設
築
造
、
駅
周
辺
整
備
等
の
大
型

事
業
の
計
画
的
な
推
進

　

市
役
所    （
東    

・    

西
）     

庁
舎
で

　
　
　
　
　

閲
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
年
度
は
、

一 

部
実
施
ま
た
は
完
全
実
施
の
目
標

年
度
で
あ
り
、
実
際
に
取
り
組
む
な

か
で
、
改
善
点
に
つ
い
て
は
見
直
し
を

図
り
ま
す
。

　
「
行
政
改
革
大
綱
」お
よ
び「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」は
、
市
役
所（
東
・
西

庁
舎
）１
階
ロ
ビ
ー
ま
た
は
行
政
改
革

推
進
室（
西
庁
舎
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
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集中改革プラン

　食事サービス事業の削減　　　   〔△3,528千円〕
　敬老金の削減　　　　　　　　 〔△29,146千円〕
　タクシー料金助成事業の削減      〔△1,746千円〕
　母子健康手帳発行事業の合理化
　パパママ教室事業の充実               〔△327千円〕
　外国人妊産婦育児支援事業の充実        〔80千円〕
　育児相談、子ども健康相談事業の合理化
　子育て教室事業の合理化（たまごサークル・
　ひよこサークル・まりもちゃんの会・バンビの会）
　新エネルギー補助事業の推進         〔△800千円〕
　商工業振興資金信用保証料補助金の削減
　　　　　　　　　　　　　　      〔△8,640千円〕
　下水道施設（雨水）維持管理事業の削減
　　　　　　　　　　　　　　　      〔△600千円〕
　指定文化財補助事業の充実　　 　　    〔17千円〕
　男女共同参画事業の促進　　　  　    〔792千円〕

○平成20年度
　組織、機構の改革再編
　納期前納付報奨金の削減          〔△89,211千円〕
　コンビニでの納税の導入             〔23,724千円〕
　図書館管理の統合　　　　　　      〔2,574千円〕

○平成21年度
　イベントの統廃合
　補助金の整理合理化
　地域包括支援センターの見直し    〔69,980千円〕

○平成18年度廃止
　介護保険 ICカードモデル事業の廃止
　　　　　　　　　　　　　    〔△300,816千円〕
　長寿記念祝品支給事業の廃止      〔△1,600千円〕
　地域通貨事業の廃止                〔△16,300千円〕

　議会図書追録の廃止　　　　　   〔△6,228千円〕　

○平成19年度廃止
　法令等追録の廃止                     〔△1,200千円〕
　あいさつ運動モデル事業の廃止   〔△1,500千円〕
　ファミリー健康料理教室事業の廃止  〔△84千円〕

　　　　　○平成18年度
　　　　　　例規システムの導入
　　　　　　職員研修の充実
　　　　　　まちづくり事業補助金の削減
   　　　　　　　　　　　　　　 〔△1,285千円〕
　ＯＡ機器の集中管理（買換え含む）等の合理化
　　　　　　　　　　　　　　　  〔78,000千円〕
　職員のスキル（技能）の向上             〔750千円〕
　指名業者等選定事務の簡素化
　入札事務の合理化
　５３０（ごみゼロ）運動事業の充実   〔2,200千円〕
　福祉給付金支給事務（医療費）の簡素化
　　　　　　　　　　　　　　　 　〔△680千円〕
　保育士の被服貸与の一部廃止　 〔△2,366千円〕
　妊婦・乳児健康診査事業の合理化
　不妊検査費補助事業の充実　　　 〔1,400千円〕
　公共土木事業コストの縮減   〔△111,500千円〕
　学校等通信連絡網の合理化　　　 〔△320千円〕
　学校の保護者向け緊急通報メール事業の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　 〔2,048千円〕
　学校給食費・教材費の徴収方法の見直し
　人形のまち北なごやパペットフェスタ事業の
　充実　　　　　　　　　　　　　　 〔911千円〕
　市民保養施設利用推進事業の促進
　　　　　　　　　　　　　　　 〔△2,159千円〕
　行政委員会等の女性委員登用率の向上
　スポーツクラブ推進補助事業の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　 〔5,100千円〕
　事務用消耗品の集中管理の合理化 〔△450千円〕
○平成19年度
　自治会長報酬の削減                〔△6,492千円〕
　入札事務の電子化     　    　　　 〔9,675千円〕
　市内基幹循環バス運行事業の整備
　プラスチック製容器（廃プラ）等のリサイクル化の推進
　　　　　　　　　　　　　　  〔234,000千円〕
　東環境保全センターの見直し 　   〔8,460千円〕

　集中改革プランとは、平成１８年度から２１年度までの４年間で行政改革に取り組む具
体的な改善・改革項目を数値目標を含めて定めたものです。年度ごとに実施（廃止）する
基本項目別の取組事項および効果額（４年間の累計額）は、次のとおりです。
　なお、効果額を伴わない取り組みまたは具体的な見直しが決まっていない取り組み等の
効果額は、金額を記載していません。今後は、計画の進行状況の確認および行政評価等
を取り入れ毎年度把握し、必要に応じて改善・改革項目の追加を含め見直しを図ります。   

事務・事業の再編・整理、廃止・統合

簡
素
で
効
率
的
な
市
政
を
進
め
ま
す
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○平成18年度
　給与表の適正化     　  　　　  〔△61,490千円〕
　時間外勤務の削減    　 　　    〔△43,751千円〕
　特殊勤務手当の削減    　  　   〔△29,665千円〕

○平成18年度
　指定管理者制度の導入
　放課後児童クラブの指定管理者制度導入
　　　　　　　　　　　　　　〔△12,004千円〕
　ホームページ管理事業の充実
○平成19年度
　宿日直勤務の委託                 〔△2,679千円〕
　庁舎等管理の委託
　道路維持管理の委託               〔51,000千円〕
　市道等の境界確認業務の委託   〔49,182千円〕
　下水道使用料賦課徴収事務の委託
                                             〔48,232千円〕
　図書館カウンター業務の委託   〔65,735千円〕
　健康ドーム維持管理事業費の見直し
                                          〔△31,000千円〕
○平成20年度
　西春駅東口地下自転車駐車場管理業務の指定管
　理者制度導入                　　    〔△268千円〕
　都市公園等の維持管理の見直し〔50,000千円〕
○平成21年度
　総合福祉センターもえの丘の管理業務の指定管
　理者制度導入　　　　　　　  〔△8,001千円〕
　介護サービス事業の見直し
　公用車運転業務の委託       　 〔△5,000千円〕
　電話交換業務委託の見直し　  〔△2,000千円〕
　東・西給食センターの統廃合及び運営委託

民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む）

○平成18年度
　定員管理の適正化　　　　 〔△706,167千円〕
○平成18年度廃止
　収入役の廃止　　　　　　   〔△58,800千円〕

定員管理の適正化

給与の適正化

○平成18年度
　社会福祉協議会補助金の削減     〔△4,436千円〕
　心身障害者福祉協会補助金の削減 
　　　　　　　　　　　　　　　  〔△1,628千円〕
　体育協会補助事業の充実  　　  　 〔△500千円〕
　レクリエーション協会補助事業の推進
○平成19年度
　カード事業協同組合補助金の削減  〔1,575千円〕
○平成20年度
　商工会合併の促進  　　  　  　   〔△6,108千円〕
○平成18年度廃止
　ごみ袋売捌人組合補助金の廃止   〔△1,200千円〕

外郭団体の見直し

○平成18年度
　財政の健全化
　予算科目等の簡素化
　公債費の抑制　　　　　　　　〔△20,000千円〕
　銀行等引受債の借入方法と借入先の合理化・低
　減化
　各種委託の長期継続契約化の推進

財政の健全化

効果額の合計

事務・事業の再編・整理、廃止・統合　△147,267千円
民間委託等の推進　　　　　　　　　203,197千円
定員管理の適正化　　　　　　　　△764,967千円
給与の適正化　　　　　　　　　　△134,906千円
外郭団体の見直し　　　　　　　　   △12,297千円
財政の健全化　　　　　　　　　　  △20,000千円

　「行政改革大綱」と「集中改革プラン」へのご意見、
お問い合わせは、電話またはメール（suishin@city.
kitanagoya.lg.jp）で行政改革推進室へ。

△876,240 千円効果額の合計

〜
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ち
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
〜

地域包括支援センター地域包括支援センター

3ページのつづき3ページのつづき3ページのつづき

集中改革プラン集中改革プラン集中改革プラン集中改革プラン集中改革プラン
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日
ご
ろ
の
生
活
を
見
直
そ
う
！

「
運
動
機
能
」
を
高
め
ま
し
ょ
う

　
　

年
齢
と
と
も
に
筋
力
が
低
下
し

転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
散
歩

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
毎
日
積

極
的
に
体
を
動
か
し
て
、
筋
力
を

鍛
え
ま
し
ょ
う
。

「
低
栄
養
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
体
調
を
崩

し
や
す
い
高
齢
期
こ
そ
、
栄
養
を

し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

肉
を
食
べ
な
い
、
好
き
な
物
だ
け

を
食
べ
る
な
ど
、
偏
っ
た
食
生
活
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
口
腔
ケ
ア
」に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
　

毎
日
、
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
す

る
な
ど
、
口
の
健
康
度
を
高
め
て

お
く
と
肺
炎
や
歯
周
病
な
ど
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
食
べ
る
楽
し

み
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
も
、
口

の
健
康
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
閉
じ
こ
も
り
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
が
続

く
と
心
身
の
機
能
が
弱
り
、
寝
た

き
り
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
趣
味

　　

の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
り
、
友

人
と
の
交
流
を
楽
し
む
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
も
ち
週

３
〜
４
回
は
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

「
体
の
状
態
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
　

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
自

分
の
体
の
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
市
で
は
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
に「
は
つ
ら
つ
ミ
ニ
ド

ッ
ク
」 「
は
つ
ら
つ
基
本
健
診
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〜
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ち
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
〜

〜
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ち
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
〜

〜
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ち
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
〜

　

足
腰
が
弱
り
外
出
に
不
安
が
あ
る

方
の
た
め
に
、
老
人
福
祉
車
や
杖
の

購
入
費
の 

一 

部
を
補
助
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
額

○
老
人
福
祉
車　

購
入
金
額
の
半
額

で
5
0
0
0
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
杖　

購
入
金
額
の
半
額
で
3
0
0
0

　

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

必
要
書
類　

印
か
ん
、
領
収
書
、
振

込
先
の
口
座
（
郵
便
局
は
除
く
）

申
込
み　

福
祉
（
東
・
西
）
グ
ル
ー
プ

　

介
護
保
険
の
品
目
に
な
い
電
磁
調

理
器
や
火
災
報
知
器
、
自
動
消
火
器

を
給
付
し
ま
す
。

対　

象　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し

の
方
ま
た
は
低
所
得
の
寝
た
き
り

の
方

※　

自
己
負
担
額
等
は
、
所
得
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
（
東
・

西
）
グ
ル
ー
プ
へ
。

杖
等
の
購
入
費
の

　
　

一
部
を
補
助
し
ま
す

自
動
消
火
器
等
を

　
　

     

給
付
し
ま
す

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢
の方の身近な相談窓口です。いつまでも健康
で、できる限り介護が必要とならないよう、介
護、福祉、健康、医療など、さまざまな面から
支援します。
　当センターは、市役所東庁舎（１階）福祉東グ
ループにあります。気軽にお越しください。

こんな仕事をしています
総合相談支援
　高齢の方やその家族、近隣に暮らす方の介
護に関する悩みや相談に応じます。

介護予防マネジメント
　自立した生活ができるよう無料で介護予防
プランを作成します。そして、プランをもとに
ホームヘルパーの派遣、転倒予防教室への参
加など、いろいろなサービスを提供します。
　その他に、高齢の方が安心していきいきと
暮らすための権利を守るための支援や、高齢
の方にとってより暮らしやすい地域にするため
のネットワークづくりをしています。

こんなときは、ご相談を！
ご自身で・・・
○つまづいたり、ふらついたり、転びそうになる
　ことが多くなった。
○最近の出来事が思い出せないことがよくある。
○これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく
　なり、おっくうに感じられる。
ご家族から見て・・・
○以前に比べ外出をしなくなった。
○日用品の買い物や金銭管理に不安を感じる。
○同じ質問を何度もすることが多くなった。

高齢の皆さんの安心・元気を応援する

地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター
をご活用ください

3ページのつづき

集中改革プラン集中改革プラン



　

　

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

税
務
署
で
は
、
贈
与
税
の
申
告
を

２
月
１
日（
木
）か
ら
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
２
月
16
日（
金
）か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
申
告
期
限
は
ど
ち
ら

も
３
月
15
日（
木
）で
す
が
、
期
限
間

近
に
な
る
と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

所
得
税
確
定
申
告
書
の
書
き
方
、

税
の
計
算
の
方
法
な
ど
で
不
明
な
点

は
、
名
古
屋
西
税
務
署　

0
5
2

（
5
2
1
）8
2
5
1
へ
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

確
定
申
告
を

　
　
　

〇
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
場
合
等
で
、
平
成
18
年

中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き 

〇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
場
合
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」の

　
　
　
　
　
　
　
　

申
告
説
明
会

　

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
等

を
さ
れ
た
方
は
、一
定
の
要
件
に
該

当
す
れ
ば
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

名
古
屋
西
税
務
署
で
は
、
平
成
18

年
中
に
入
居
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
申
告
の
事
前
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
必
要
書
類
を
持
参
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
13
日（
火
）・
14
日（
水
） 

午
前
の
部 

午
前
10
時
〜
正
午
、 

午

後
の
部 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分 （
開
始
時
間
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
２
階　

大

会
議
室

当
日
必
要
な
も
の　

源
泉
徴
収
票（
給

与
所
得
の
方
）、
住
民
票
の
写
し
、

家
屋
等
の
登
記
事
項
証
明
書（
登
記

簿
謄
本
）、
家
屋
等
の
取
得
対
価
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
、
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
、
筆
記
用
具
、

計
算
機

問
合
せ　

名
古
屋
西
税
務
署　

0
5

　

2（
5
2
1
）8
2
5
1

◆
お
詫
び　

広
報
「
北
名
古
屋
」
１

月
号
21
ペ
ー
ジ
掲
載
の『
譲
渡
申
告

事
前
説
明
会
』で
は
、
贈
与
税
の

説
明
は
行
い
ま
せ
ん
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

確定申告の時期がきました所得税・住民税の申告相談日程表

月　日 地区・種類 月　日 地区・種類

還付申告の方

1９日（月）
20日（火）
21日（水）
22日（木）
23日（金）
26日（月）
27日（火）
28日（水）

   5 日（月）
6日（火）
7日（水）
8日（木）
9日（金）
12日（月）
13日（火）
14日（水）

15日（木）

還付申告の方

予備日

予備日

ところ　市役所東庁舎 2階　大会議室
時　間　午前 8時 30分～正午、午後 1時～ 4時

還付申告の方
鹿田
鹿田
鹿田
熊之庄
熊之庄
熊之庄

六ツ師

六ツ師

片場
高田寺
久地野
二子
井瀬木
能田・薬師寺
予備日

２月
　1６日（金）

3 月
     1 日（木）

3 月
     2 日（金）

市役所東庁舎会場

所得税 住民税事業税

住民税が変わります住民税が変わります国から
地方へ

平成19年　2月 6

　市では、下記のとおり地区・種類別に申告受付
を行います。
　なお、土地・建物の譲渡所得がある方は、名古
屋西税務署の確定申告会場（サンライフ名古屋）
になります。(市では受付できません )

市役所西庁舎会場
月　日 地区・種類 月　日 地区・種類
２月
　1６日（金）還付申告の方

1９日（月）

20日（火）
21日（水）
22日（木）

23日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）
3 月
     1 日（木）

   5 日（月）

6日（火）
7日（水）
8日（木）

9日（金）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

還付申告の方

九之坪・加島新田
九之坪・加島新田
九之坪・加島新田

九之坪・加島新田

野崎・沖村・石橋

中之郷・宇福寺・
北野・鍜治ケ一色

野崎・沖村・石橋

野崎・沖村・石橋

中之郷・宇福寺・
北野・鍜治ケ一色
中之郷・宇福寺・
北野・鍜治ケ一色
徳重・弥勒寺
徳重・弥勒寺
徳重・弥勒寺
法成寺・西之保・
山之腰
法成寺・西之保・
山之腰
法成寺・西之保・
山之腰
予備日

予備日

ところ　市役所西庁舎 4階　大会議室
時　間　午前 8時 30分～正午、午後 1時～ 4時

3月
     2 日（金）



■住民税の所得割の税率が１０％に統一されます

■定率減税が廃止されます

◆ 住民税所得割税率は、従来３段階の超過累進課税から一律１０％の比例税率課税に変わります。

◆ 税源移譲に伴い、住民税が増加しても所得税の税率構造の見直しによる所得税額の減少と住民税の人
　 的調整控除による減額が実施されるため、「所得税＋住民税」の負担額は変わりません。
税源移譲による負担変動（年額）

平成１８年度までの税率 平成１９年度からの税率

独身者の場合

夫婦＋子ども２人の場合

0円
0円
0円

0円
0円
0円

0円
119,000円
263,000円

9,000円
76,000円
196,000円

9,000円
195,000円
459,000円

300 万円
500 万円
700 万円

0円
59,500円
165,500円

9,000円
135,500円
293,500円

9,000円
195,000円
459,000円

平成１８年度 : 住民税所得割額の7.5％を控除
　　　　　   （控除限度額 ２万円）

200 万円以下
200万円超 700万円以下
700万円超

3 ％
８ ％
１０ ％ 3 ％

2 ％
2 ％

課税所得 市民税 県民税 課税所得 市民税 県民税

一律 6 ％ 4 ％

62,000円
160,500円
376,500円

126,500円
260,500円
404,500円

188,500円
421,000円
781,000円

税源移譲後
負担増減額

給与収入 税源移譲前 税源移譲後
負担増減額

所得税 住民税 合計

所得税 住民税 合計 所得税 住民税 合計

　各地方団体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを行うために進められてきた三位一
体改革。その一環として、国の所得税から地方の住民税へ３兆円の税源移譲が行われます。国
の税収を減らし地方の税収を増やすことで、地方は必要な財源を直接確保できるようになり、
地方の実情にあったより効率的な行政サービスの提供が図られます。
　お問い合わせは、税務（東・西）グループへ。

住民税が変わります住民税が変わります住民税が変わります住民税が変わります国から
地方へ

国から
地方へ

平成１９年から

平成１９年度 : 廃止

※ 夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※ 一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※ 実際の負担増減額には、平成１９年から定率減税が廃止される等の影響があります。

■住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています
◆ 平成１７年１月１日現在に６５歳以上で、前年の合計所得金額が１２５万円以下の方は、平成１７年度まで
　 住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が平成
　 １８年度から廃止されています。ただし、急激な税負担を緩和するため、経過措置がとられています。

平成１７年度 : 合計所得金額が１２５万円以下の
　　　　　　 方は非課税

平成１８年度以降 : 課税
経過措置（昭和１５年１月２日以前に生まれた方が
対象）として
　平成１８年度 : 税額の３分の2を減額
　平成１９年度 : 税額の３分の1を減額

※ 所得税も平成１８年分は税額の１０％が控除（控除限度額 :１２万5,000円）されています
　 が、平成１９年分から廃止されます。

◆ 平成１１年から景気対策のために実施されてきた定率減税が、平成１９年度から廃止されます。

平成19年　2月7

給与収入 税源移譲前

124,000円
258,000円
474,000円

64,500円
163,000円
307,000円

188,500円
421,000円
781,000円

300 万円
500 万円
700 万円

所得税 住民税 合計
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本
市
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
長
期
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る『
北
名

古
屋
市
総
合
計
画
』の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞

く
た
め
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
意
見
を
聞
き
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
計
画
策
定
を
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
調
査
は

無
記
名
で
行
い
、
個
人
が
特
定
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
票
が

届
き
ま
し
た
ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
対
象　

１
月
１
日
現
在
で
市
内

在
住
の
16
歳
以
上
の
方
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
約
２
５
０
０
人

調
査
方
法　

２
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
指

定
の
期
限
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

北
名
古
屋
市
総
合
計
画
と
は

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
北
名
古
屋
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
示
す
最
も
基
本
的

な
計
画
で
、 「
基
本
構
想
」 「
基
本

計
画
」 「
実
施
計
画
」
の
３
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
へ
。

　

文
化
勤
労
会
館

職　

種　
一般
事
務
員

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
下
の

健
康
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

勤
務
内
容　

会
館
管
理
業
務

勤
務
日　

文
化
勤
労
会
館
開
館
日

（
火
曜
日
〜
日
曜
日
）の
う
ち
週
５

日
以
内
で
勤
務
を
指
示
し
た
日

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
お
よ
び
午
後
４
時
30
分

〜
９
時
30
分

勤
務
場
所　

文
化
勤
労
会
館

給　

与　

時
給
８
３
０
円

採
用
日　

３
月
１
日（
木
）（
予
定
）

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を

添
え
て
２
月
16
日（
金
）ま
で
に
文

化
勤
労
会
館
へ
。　　

　

給
食
セ
ン
タ
ー

職　

種　

給
食
調
理
員

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

お
お
む
ね
45
歳
ま
で
の

健
康
な
方

勤
務
内
容　

調
理
お
よ
び
洗
浄
業
務

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
。
た
だ

し
、
小
・
中
学
校
お
よ
び
保
育
園

の
給
食
実
施
日

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

勤
務
場
所　

東
・
西
給
食
セ
ン
タ
ー

給　

与　

時
給
８
４
０
円

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を

添
え
て
東
給
食
セ
ン
タ
ー　
（
23
）

6
4
7
1
ま
た
は
西
給
食
セ
ン
タ

ー　
（
21
）2
9
0
2
へ
。

新市新市のまちづくりにのまちづくりに
　　　あなたの　　　あなたの声を ！を ！
新市のまちづくりに
　　　あなたの声を ！

市民アンケート調査

募集人員　若干名
対　象　市内在住で20歳以上の方
任　期　２年間（平成19年4月１日～
　　　　平成21年３月31日）
申込み　３月16日（金）までに西保健
　　　　センターへ。
　

　健康に興味・関心のある方、ぜひ地域
で健康づくりのボランティア活動を行っ
てみませんか。健康に関する学習会に参
加しながら、楽しく健康の輪を地域に広
げましょう。

健康づくり推進員募集

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

文
化
勤
労
会
館　

給
食
セ
ン
タ
ー

あなたのあなたのアイデアアイデアや活動がや活動が
　市民の健康づくりに一役！　市民の健康づくりに一役！
あなたのアイデアや活動が
　市民の健康づくりに一役！
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高
齢
の
方
の
下
呂
温
泉
旅
館
協
同

組
合
加
盟
施
設
（
岐
阜
県
下
呂
市
）

の
宿
泊
利
用
に
補
助
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
満
65
歳
以
上

の
方

補
助
額　

１
事
業
年
度
に
つ
き
１
人

１
回（
１
泊
）を
限
度
に
２
０
０
０

円（
補
助
券
）

申
込
み　

所
定
の
用
紙
（
福
祉
東
・

西
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
ず
宿
泊
前
に

福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
旅
行

代
理
店
な
ど
に
よ
る
ツ
ア
ー
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

廃
車
、
譲
渡
、
転
居
な
ど
の

　
　
　
　

届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
を
お

持
ち
の
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
を
人
に
譲
っ

た
り
売
却
し
た
と
き
な
ど
に
廃
車
や

譲
渡
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
使
用
す
る
見
込
み
の

な
い
車
両
を
お
持
ち
の
方
も
同
様
に

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
場
所
で

速
や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
合
せ

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
ま

で
）・
小
型
特
殊
自
動
車

　

税
務（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

○
二
輪
の
軽
自
動
車（
１
２
６
〜
２
５
０

㏄
）

　

軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室
（
小
牧

市
新
小
木
３
ー
36)　
（
43
）１
４
０

６
○
二
輪
の
小
型
自
動
車（
２
５
１
㏄
以

上
）

小
牧
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

（
小
牧
市
新
小
木
３
ー
32
）　

０
５
０

（
５
５
４
０
）２
０
４
８

○
三
・
四
輪
の
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
小
牧
支
所

（
小
牧
市
新
小
木
３
ー
36)　
（
75
）

３
４
６
４

　

詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
検
査
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.keike

nkyo.or.jp

へ
。

　

名
義
変
更
や
廃
車
の
届
出
は

　
　
　

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

毎
年
３
月
は
、
軽
自
動
車
税
申
告

等
か
ら
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、
廃

車
の
届
出
が
集
中
し
、
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。
名
義
変
更
お
よ
び
廃

車
の
届
出
は
、
で
き
る
だ
け
３
月
中

旬
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

新市のまちづくりに
　　　あなたの声を ！

訪問介護（ホームヘルプ）
　　ホームヘルパーが
　自宅に訪問し、食事、
　入浴などの身体介護
　や、調理・掃除などの生活援助を行
います。

通所介護（デイサービス）  
　　日帰り介護施設
　（デイサービスセン
　ターや特別養護老
　人ホームなど）に通い、他の利用者と
一緒に食事や入浴、機能訓練、レクリ
エーションなどが受けられます。

短期入所介護（ショートステイ）
　　特別養護老人ホー
　ムなどに短期入所し
　て、食事、入浴など
　日常生活上の世話や
　機能訓練が受けられ
　ます。

介護保険の主なサービス

　介護保険で要支援・要介護の認定を受ける
と、介護（予防）サービスを利用できます。
　サービスを利用したときの利用者負担は、
原則としてサービスにかかった費用の１割で
す。利用できる主なサービスは、次のものが
あります。

※　このほかにも福祉用具の貸与等のサー
　ビスもあります。
　お問い合わせは、福祉西グループへ。

高齢者いきいきリゾート事業

軽
自
動
車
税
の
届
出
は
、

　
　
　

  

忘
れ
ず
！　

お
早
め
に
！

臨
時
職
員
募
集

あなたのアイデアや活動が
　市民の健康づくりに一役！
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　北名古屋市として初めての成人のつどいが文化勤労会
館で行われ、新成人799人が人生の新たなスタートを切
りました。当日はあいにくの雨模様でしたが、会場は仲間
たちとの再会に喜び合う新成人たちの熱気に包まれ、座
席も満席状態。本市の未来を担う若者たちの、新たな人
生に向けての意気込みが感じられました。オープニングに
は、天神太鼓青年部もお祝いに駆けつけ、迫力ある演奏
で新成人の門出に華をそえました。

799人が大人の仲間入り

東図書館 入館者５００万人達成

新春競書大会
市役所西庁舎分館

15
12

6
1

1
5
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V I V A！き た な ご や

　本市では、動物とのふれあいをとおして生命の大切さを学ぶ、
移動動物村を昨年６月から市内１４の保育園で行いました。
　ヤギやヒツジにえさを与えたり、ウサギを抱いたりと、自ら
の手で動物たちの温もりを感じた園児たちの表情は、驚きと喜
びの笑顔に包まれました。

移動動物村

児童館『クリスマス会』
井瀬木児童館

西春連合発展会主催
 『新春競書大会』

市役所西庁舎分館

『久地野ほほえみ広場』竣工式

中之郷保育園

13
12

16
12

15
12

もちつき
西之保保育園

14
12

熊之庄保育園
22
12

西春日井二市二町合同消防出初式
西春中学校

14
1



さ
よ
う
な
ら
。

そ
し
て
、は
じ
め
ま
し
て

　
　
　
　

久
地
野
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
篠
田
幸
彦
記
者

　

昨
年
暮
れ
、
六
ツ
師
の
回
想
法
セ
ン
タ
ー
に

1
0
2
歳
の
方
を
お
迎
え
し
て
勉
強
会
が
開
か
れ

た
。
講
師
は
明
治
38
年
2
月
2
日
生
ま
れ
の
古
澤

庄
作
さ
ん
。

　

小
牧
市
多
気

南
に
お
住
ま
い
で

す
が
、
生
活
圏
は

北
名
古
屋
市
で
毎

朝
六
多
橋
近
く
の

喫
茶
店
に
自
転
車

で
通
わ
れ
、
今
な

お
メ
ガ
ネ
な
し
で

細
か
い
字
を
書
か

れ
る
元
気
な

1
0
2
歳
で
す
。

こ
の
記
事
が
載
る

頃
は
、
古
澤
さ
ん

は
1
0
3
歳
に
な

ら
れ
ま
す
。

　

北
名
古
屋
市
の

皆
さ
ん
も
負
け
ず

に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

・人生は健康第一、規律正しく愛情深く
・少しの酒は消化を助ける、食事は腹八分が大切
・夫婦円満の秘訣も腹八分、残り二分で譲り合い話し合う
・自分の人生は自分で生きるが、あとの半分は助けてもらう
・女性の役割は大事、家庭をしっかり守れば国内もしっかりしてくる
・世の中男と女で一つ、手を取り合って家門繁栄

古澤庄作さんが語る人生訓の一部をご紹介

　

昨
年
１２

月
、
西
春

小
学
校
体

育
館
で
西

春
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

主
催
の
餅

つ
き
大
会

が
行
わ
れ
、

大
勢
の
子

ど
も
や
大

人
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
つ
き
あ
げ
た

餅
は
、
き
な
粉
餅
や
あ
ん
こ
餅
に
さ

れ
、
大
鍋
2
杯
に
炊
き
上
げ
ら
れ
た

豚
汁
と一緒
に
参
加
者
に
配
ら
れ
た
。

　

体
育
館
の
中
で
は
、
お
餅
と
豚
汁

に
舌
鼓
を
打
つ
グ
ル
ー
プ
で
賑
わ
っ
て

お
り
、
ま
た
地
域
の
お
年
寄
り
も
招

待
さ
れ
、
食
べ
な
が
ら
、
聞
こ
え
て
く

る
餅
つ
き
の
音
を
楽
し
ん
で
い
た
。
お

餅
は
15
臼
で
、
6
0
0
パ
ッ
ク
が
配

ら
れ
た
が
、
順
番
待
ち
で
長
い
列
が

出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
り
、
役
員

の
方
々
も
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。

　

西
春
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
支
え
ら
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
、

12
種
目
で
年
齢
、
技
術
に
関
係
な
く

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、

今
回
の
「
餅
つ
き
大
会
」
の
よ
う
な

1
日
型
イ
ベ
ン
ト
も
1
年
間
に
何
回

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。 中

島　

登

中
島　

登 

記
者
記
者

中
島　

登 

記
者

金
森
俊
和
記
者

　

昨
年
12
月
、
自
分
と
わ
が
子
の
2

代
に
わ
た
り
通
っ
た
久
地
野
保
育
園
の

引
越
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
別
れ

会
で
は
、
自
分
の
幼
い
日
の
思
い
出

と
わ
が
子
の
は
し
ゃ
い
で
い
た
姿
を
思

い
出
し
、
あ
い
に
く
の
雨
は
、
も
し

か
し
た
ら
、
こ
の
日
に
ふ
さ
わ
し
か
っ

た
の
か
も
･
･
･
。

　

新
園
舎
は
2
階
建
て
の
立
派
な
建

物
。
床
が
ピ
カ
ピ
カ
過
ぎ
て
？
「
転

び
そ
う
で
危
な
い
」
と
か
、
1
箇
所

に
ま
と
め
ら
れ
？
「
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

少
な
い
」
な
ど
と
い
う
声
も
聞
こ
え

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
き
れ

い
な
保
育
園
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
好
き

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

い
つ
の
こ
と
だ
か
思
い
出
し
て

ご
ら
ん
♪
と

「
思
い
出
の

ア
ル
バ
ム
」

を
耳
に
し

た
と
き
、
き

っ
と
、
今
の

園
児
た
ち

は
、
ど
ち
ら

の
園
舎
も

思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で

き
る
の
で

し
ょ
う
ね
。

ボランティアを招いての「園舎お別れ会」ボランティアを招いての「園舎お別れ会」ボランティアを招いての「園舎お別れ会」

みんな集まれ！
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昨
年
11
月
、
鍜
治
ケ
一
色
児
童
館
と
沖
村

児
童
館
で
は
、
五
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
白
木

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
指
導
に
よ
る
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
や
キ
ン
ボ
ー
ル
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
あ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
も
大
喜
び
。
2
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、「
も
っ
と
も
っ
と
や
り
た
い
」と
い
う
声

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は

両
児
童
館
で『
も
ち
も
ち
ぺ
っ
た
ん
』も
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
と
も
ち
つ
き
を
通
し

て
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　

文
化
勤
労
会
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、

パ
パ
マ
マ
キ
ッ
ズ
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
名
古
屋
芸

術
大
学
の
学
生
さ
ん
、
N
I
C
E
、
人
形
劇

た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
パ

ワ
ー
で
小
さ
な
子
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
地
域
で
支
え
る
子
育
て
が
ま

さ
し
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
創
り
あ
げ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
児
童
館
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
1
度
、

参
加
し
て
み
て
は
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四谷美津子記者　
　昨年１２月、健康ドームで『コミュニティビジネス勉強会』が
開かれました。主催は、市の男女共同参画推進活動をしている
市民団体『さんか ・ クラブ』です。
　コミュニティビジネスとは、地域の住民自らが行う地域事業
で、利点は地域密着型で、福祉、教育、環境など多様で柔軟
なサービスを提供できることです。例えば、独り暮らしのお年
寄りや障害のある人に対する手助け、子育て支援、街の美化活
動など。また、高齢者や若年者の社会参加、自己実現の場の
提供など、地域での雇用創出や活性化にもつながる活動です。
　住みよい街づくり、活力のある街づくりは、市民の力も必要
なんですね。いろいろ考えさせられ、充実した勉強会でした。
　今月２８日（水）午後７時から総合体育館で第２部の勉強会が
開かれます。ぜひご参加を。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林恵美子記者
　　　　　　　　　　　　先日、「結晶物語」という本に出会いました。言葉の大切さを
　　　　　　　　　　　改めて感じる一冊でした。

　　　　　　　　　　　　毎日、愛情を持ったやさしい言葉を掛けられた水の結晶と嫌

な言葉を掛けられ続けた結晶では、形や輝きが大きく違ってしまいます。

　もちろん沢山の愛情を受けた結晶はキラキラと輝くことができるわけです。草花や野菜、

人の成長に関しても同様のことが言えます。

　私の掛ける一言で子どもの成長も大きく違ってくるのだなあと思うと反省の毎日です。

　皆さんも、ぜひ一度読んでみてください。そして、綺麗な結晶を思い浮かべてみてくださ

い。きっと少しやさしい言葉がかけられますよ。

中
島　

登 

記
者

栗木眞由美記者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川紀子記者　
　皆さん、健康づくり推進員ＯＢ会をご存知ですか？推進員ＯＢ会
は、地域の健康づくりを支援するためウォーキング大会や健康講
座などを開催してきた健康推進員が、任期を終えた後も健康に関
する知識や技術の向上に努め、自主的に地域の健康づくりに貢献
しようと活動しているものです。
　現在、旧師勝町と旧西春町のそれぞれの町で活動を続けてき
たＯＢ会が、北名古屋市として1つになろうとがんばっています。
そして、１人でも多くのＯＢの皆さんに参加していただこうと勧誘
活動にも意欲満々です。 ＯＢ会の発足は、２月１４日（水）午前９
時３０分から西保健センターで説明会があるそうです。推進員ＯＢ
の皆さん、新たな活動にぜひ参加してみてはいかがですか？（お
問い合わせは、西保健センターへ）
　新しく発足する「北名古屋市健康づくり推進員ＯＢ会」は、今
まで以上に市民の皆さんが健康で気持ちよく住めるお手伝いをし
ていただけるそうです。私たちも今後のＯＢ会の活躍に期待し、
地元の活動には積極的に参加するよう努力したいものですね。

ボランティアを招いての「園舎お別れ会」

健康推進員０Ｂ会をご存知ですか？

コミュニティビジネスってなあに？

『言葉の大切さ』とは・・・

みんな集まれ！みんな集まれ！みんな集まれ！

平成19年　2月13



平成19年　2月 14

　

も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

2
月
4
日（
日
）午
前
8
時
30
分

〜（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

           《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

2
月
16
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

内　

容

○
講　

演　
「
教
え
て
！
回
想
法
」

○
講　

師　

小
島
恵
美
氏（
保
健
師
）

○
演　

芸　

大
正
琴

○
演
芸
者　

大
正
琴
ク
ラ
ブ　

参
加
費　

3
0
0
円

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
人
形
劇

　

毎
月
第
1
土
曜
日
は
、
親
子
で
楽
し
め

る
人
形
劇
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と　

き　

2
月
3
日（
土
）午
前
11
時
〜

11
時
45
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

リ
ハ
ー
サ
ル

室
定　

員　

1
2
0
人（
先
着
順
）

出　

演　

人
形
劇
団
わ
た
ぐ
も

演　

題　
「
た
べ
る
の
だ
い
す
き
ひ
よ
こ
ち

ゃ
ん
」
、「
ぼ
く
は
あ
き
ら
め
な
い
」

問
合
せ　

文
化
勤
労
会
館

　

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

　
　

北
名
古
屋
女
性
の
会
で
は
、男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
男
女
共
同

参
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

男
性
も
女
性
も
、
も
っ
と
豊
か
に
生
き

ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
多
様
な
生
き

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

2
月
18
日（
日
）午
後
1
時
〜

（
開
場 

午
後
0
時
30
分
）

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル

内　

容　

○
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

○ 「
モ
モ
タ
ロ
ー
・ノ
ー
・
リ
タ
ー
ン
」 

上

映
○
講　

演　
「
老
い
の
風
景
」〜
老
い
る
こ

と 
死
ぬ
こ
と 

愛
す
る
こ
と
〜

○
講　

師　

渡
辺
哲
雄
氏（「
老
い
の
風

景
」作
者
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

白
木
・
栗
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、ふ

れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

2
月
25
日（
日
）午
前
10
時
〜

（
受
付 

午
前
９
時
15
分
〜
9
時
45
分
）

と
こ
ろ　

稲
沢
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル（
稲
沢

市
井
之
口
大
坪
町
80
ー
1   

0
5
8
7

　
（
21
）2
1
3
1
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
貸
靴
代
は
含
ま

な
い
）

申
込
み　

２
月
13
日（
火
）ま
で
に
、
参
加

費
を
添
え
て
各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
役
員

ま
た
は
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局（
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
）へ
。

　

小
・
中
学
生

　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
。

　

た
だ
し
、
2
月
17
日
は
除
く
。

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
。

た
だ
し
、
2
月
17
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

※　

保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
靴
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

中村元講演会中村元講演会中村元講演会

と　き　３月３日 （土） 午後１時３０分～ （開場 午後１時～）
ところ　文化勤労会館　大ホール
定　員　７００人 （先着順）
演　題　『正解はいっぱい～生きる人生観～』
講　師　中村元氏 （水族館プロデューサー）
整理券　　２月６日 （火） から生涯学習グ
　　　　ループ （東庁舎）、文化勤労会
　　　　館、東公民館で配布します。
主　催　市文化協会
問合せ　生涯学習グループ

正解はいっぱい～生きる人生観～正解はいっぱい～生きる人生観～正解はいっぱい～生きる人生観～
　文化協会では、テレビでおなじみの中村元氏をお招
きし講演を行います。皆さん、お楽しみに。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　  中村元（なかむら はじめ）中村元（なかむら はじめ）
　1956年 ( 昭和 31年 ) 三重県生まれ。伊勢志摩NPOネット　1956年 ( 昭和 31年 ) 三重県生まれ。伊勢志摩NPOネット
ワークの会会長。水族館プロデューサー（元鳥羽水族館副館長）。ワークの会会長。水族館プロデューサー（元鳥羽水族館副館長）。
巨大水族館ブームの先駆けとなった新世代の水族館「超水族館」を巨大水族館ブームの先駆けとなった新世代の水族館「超水族館」を
誕生させる。現在は新･江の島水族館の企画およびプロモーショ誕生させる。現在は新･江の島水族館の企画およびプロモーショ
ンを手がけ、生涯学習・まちづくりなどのアドバイザーを行う。ンを手がけ、生涯学習・まちづくりなどのアドバイザーを行う。
ＮＨＫ「ようこそ先輩」ＮＨＫ「ようこそ先輩」、日テレ「世界一受けたい授業」などに出演。日テレ「世界一受けたい授業」などに出演。

　　　　　　　　　　　　  中村元（なかむら はじめ）
　1956年 ( 昭和 31年 ) 三重県生まれ。伊勢志摩NPOネット
ワークの会会長。水族館プロデューサー（元鳥羽水族館副館長）。
巨大水族館ブームの先駆けとなった新世代の水族館「超水族館」を
誕生させる。現在は新･江の島水族館の企画およびプロモーショ
ンを手がけ、生涯学習・まちづくりなどのアドバイザーを行う。
ＮＨＫ「ようこそ先輩」、日テレ「世界一受けたい授業」などに出演。
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平成19年　2月15

　
　

　

東
図
書
館《
今
月
の
催
し
》

◇
ち
び
っ
こ
映
画
会

と　

き

　

第
2
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き

　

第
1
〜
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き

　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

◇
紙
芝
居
会

と　

き

　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
話
会

と　

き

　

第
3
土
曜
日
午
後
2
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

東
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
を

　
　
　
　
　
　
　
　

休
館
し
ま
す

　

東
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
2

月
19
日（
月
）か
ら
28
日（
水
）ま
で
特
別
整

理
期
間
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

西
図
書
館《
今
月
の
催
し
》　　

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き

　

毎
週
日
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き

　

第
2
・
3
・
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き

　

第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　

絵
本
や
人
形
な
ど
は
使
わ
ず
、
ゆ
っ
た

り
と
皆
さ
ん
に
語
り
か
け
る
お
は
な
し
会

で
す
。 

想
像
力
を
か
き
た
て
、
心
を
豊
か

に
し
ま
す
。

と　

き　

2
月
17
日（
土
）午
後
３
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

会
議
室

対　

象　

５
歳
以
上

申
込
み　

西
図
書
館
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

西
図
書
館

　

年
金
講
習
会

　

年
金
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

老
齢
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
老
齢
年
金
講
習
会

と　

き　

2
月
20
日（
火
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

○
遺
族
年
金
講
習
会

と　

き　

3
月
20
日（
火
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

 

健
康
ド
ー
ム　

会
議
室

定　

員　

 

各
40
人（
先
着
順
）

講　

師　

名
古
屋
西
社
会
保
険
事
務
所
相

談
室
長

申
込
み　

 

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

　　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同

士
の
交
流
の
場
で
す
。
日
常
の
介
護
を
行

う
う
え
で
の
工
夫
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
情

報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
27
日（
火
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

会
議
室

対　

象　

認
知
症
の
方
の
介
護
者

申
込
み　

２
月
５
日（
月
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ
へ
。

休館日
　東図書館：2月5日（月）・13日（火）
　　　　 　  ・19日（月）～28日（水）
　西図書館：2月5日（月）・19日（月）
　　　　　　・26日（月）・28日（水）

2月
の

七
代 

加
藤
幸
兵
衛

　東図書館内の陶壁『緑野賛歌』の
作者である多治見市在住の陶芸家、
七代加藤幸兵衛氏の作品を、東図
書館 1階のショーケースに展示し
ています。ぜひご覧ください。
　お問い合わせは、東図書館へ。

ラスター彩人物文双耳花入

ペルシア褐釉鳳凰図台盤

ペルシア銹彩魚文鉢

さいじんぶつもんそうじはないれ

かつゆうほうおうずだいばん

しゅうさいぎょもんはち

展示品

　人間国宝の故加藤卓男氏の長男である七代 加藤幸
兵衛氏は、日展、朝日陶芸展でそれぞれ最高賞を受
賞するなど各陶芸展で高い評価を受けています。ま
た現在、社団法人 美濃陶芸協会の会長として、美濃
陶芸振興のため活動しています。

中村元講演会
正解はいっぱい～生きる人生観～

　　　　　　　　　　　　  中村元（なかむら はじめ）
　1956年 ( 昭和 31年 ) 三重県生まれ。伊勢志摩NPOネット
ワークの会会長。水族館プロデューサー（元鳥羽水族館副館長）。
巨大水族館ブームの先駆けとなった新世代の水族館「超水族館」を
誕生させる。現在は新･江の島水族館の企画およびプロモーショ
ンを手がけ、生涯学習・まちづくりなどのアドバイザーを行う。
ＮＨＫ「ようこそ先輩」、日テレ「世界一受けたい授業」などに出演。



平成19年　2月 16

　

家
族
介
護
教
室

　

毎
日
の
介
護
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
人
に
は
言
え
な
い
大
変
さ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
介
護
に
疲
れ
る
と
介
護
す
る

側
も
さ
れ
る
側
も
苦
痛
が
伴
い
ま
す
。
そ

う
な
る
前
に
、
気
持
ち
の
持
ち
方
な
ど
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

3
月
6
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

研
修
室

対　

象　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員　

30
人 （
先
着
順
）

内　

容　
「
介
護
に
疲
れ
た
と
き
」

講　

師　

佐
竹 

一 

予
氏 （
人
間
環
境
大
学

臨
床
心
理
士
）

申
込
み　

2
月
5
日（
月
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ
へ
。

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導　
　

　
　

　

総
合
体
育
館 （
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
） 

で

は
、　
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

と　

き　

2
月
1
日（
木
）・
10
日（
土
）午

前
9
時
〜
午
後
1
時
、
4
日（
日
）午
後

1
時
〜
5
時
、
13
日（
火
）・
26
日（
月
）

午
後
5
時
〜
9
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

2
月
24
日（
土
）午
前
９
時
〜
午

後
1
時 （
1
人
に
つ
き
40
分
間
）

※　

1
回
に
つ
き
大
人
3
0
0
円
、
小
人

（
中
学
生
） 

1
0
0
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

児
童
館
で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目

的
と
し
た 「
な
か
よ
し
キ
ッ
ズ
」 

を
募
集

し
ま
す
。

と　

き　

毎
週
水
曜
日
・
木
曜
日
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

各
児
童
館

対　

象　

市
内
在
住
で
、
4
月
１
日
現
在

に
満
2
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
親

定　

員　

各
児
童
館
で
親
子
20
組 （
先
着

順
）

申
込
み　

3
月
5
日（
月
）午
前
10
時
か
ら

各
児
童
館
へ
。

　「なかよしキッズ」 募集

　
2
月
の
納
税

○
固
定
資
産
・
都
市
計
画
税　
　

第
4
期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
9
期

○
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
6
期

　
　
　
　

納
期
は
、
2
月
28
日
ま
で
で
す
。

　

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

仕
事
や
家
事
に
忙
し
い
と
、
つ
い
つ
い

納
期
も
忘
れ
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
方
は
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
を
済
ま
す

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
税
な
ど

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
十
五
ヶ
用
水
賦
課
金

取
扱
い
金
融
機
関
な
ど

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
大
垣
共
立
銀

行
、
十
六
銀
行
、
百
五
銀
行
、
岐
阜
銀

行
、
愛
知
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
中
京

銀
行
、
岐
阜
信
用
金
庫
、
愛
知
信
用
金

庫
、
い
ち
い
信
用
金
庫
、
瀬
戸
信
用
金

庫
、
中
日
信
用
金
庫
、
西
春
日
井
農
業

共
同
組
合
、
郵
便
局

申
込
み

　

預
金
通
帳
と
通
帳
印
を
ご
持
参
の
う

え
、
お
取
り
扱
い
の
金
融
機
関
ま
た
は

収
納
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

東公民館〈5月分〉

文化勤労会館〈5月分〉

　と　き　3月1日（木）午前9時～
　　　　　受付 ： 午前8時50分～
　ところ　東公民館 視聴覚室

　と　き　3月1日（木）午前8時50分～
　　　　　受付 ： 午前8時35分～
　ところ　文化勤労会館 エントランスホール

体育 ・ 学校施設〈3月分〉

◇二子テニスコート
　　と　き　2月3日（土）午前8時40分～
　　　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　ところ　総合体育館 市民ホール

◇市民グラウンド ・ 中学校夜間照明
　（師勝 ・ 訓原 ・ 西春 ・ 白木 ・ 天神中学校）

　と　き　2月10日（土）午前8時40分～
　　　　　受付 ： 午前8時30分～
　ところ　総合体育館 大・小会議室

◇学校施設（体育館 ・ テニスコート）
　　と　き　2月10日（土）午前9時40分～
　　　　　　受付 ： 午前9時30分～
　　ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室
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大
規
模
小
売
店
舗
の
縦
覧

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
き
、

県
へ
営
業
時
間
変
更
の
届
出
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
届
出
書
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
、
届
出
に
対
し
意
見
の
あ
る
方
は
、

4
月
26
日（
木
）ま
で
に
県
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

4
月
26
日（
木
）ま
で
の
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

産
業
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）

届
出
者　

株
式
会
社　

義
津
屋

名　

称　

ボ
ナ
ン
ザ
プ
ラ
ザ
ヨ
シ
ヅ
ヤ
師

勝
店

所
在
地　

鹿
田
１
９
２
９

内　

容　

営
業
時
間
の
変
更　

問
合
せ　

産
業
グ
ル
ー
プ

　

献   

血

と  

き　

２
月
22
日（
木
）午
前
10
時
〜  

正
午
。
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

東
保
健
セ
ン
タ
ー

対  

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

方 （
65
歳
以
上
の
方
は
60
歳
を
超
え
て

か
ら
の
献
血
経
験
の
あ
る
方
）

持
ち
物  

免
許
証
等 （
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
）、  

献
血
手
帳
ま
た
は
献
血
カ

ー
ド （
お
持
ち
の
方
の
み
）

問
合
せ  

社
会
福
祉
協
議
会

　

保
育
料
の
振
替（
2
月
分
）

　

保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

2
月
6
日（
火
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
誰
も
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
保
障
制
度
で
す
。
老
後
の
生

活
や
事
故
・
病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た

と
き
等
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
べ
き
費
用

を
年
金
と
し
て
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
次
の
３
種
類
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者

○
自
営
業 （
農
林
漁
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ

　

ス
業
等
） 

の
方
と
そ
の
配
偶
者

○
自
由
業
・
学
生
・
無
職
の
方
と
そ
の
配

　

偶
者

第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
の
加
入

　

者
第
３
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
の
加
入

　

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

問
合
せ　

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

子
ど
も
会
活
動
に
表
彰

　

第
44
回
愛
知
県
子
ど
も
会
大
会
で
、
次

の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ

る
表
彰
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
良
子
ど
も
会（
県
知
事
表
彰
）

　

と
く
し
げ
子
ど
も
会

子
ど
も
会
育
成
功
労
者（
県
知
事
感
謝
状
）

長
瀬
悟
康
氏 （
能
田
）

優
良
子
ど
も
会（
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
）

　

高
田
寺
東
子
ど
も
会

優
良
子
ど
も
会（
県
子
ど
も
会
連
絡
協
議

会
会
長
表
彰
）　

　

山
の
前
子
ど
も
会

問
合
せ  

児
童
グ
ル
ー
プ

　
2
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
4
期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
9
期

○
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
6
期

　
　
　
　

納
期
は
、
2
月
28
日
ま
で
で
す
。

公共施設等の連絡先

○市役所西庁舎分館
（22）1111

○市役所西庁舎・東庁舎
代表 　（22）1111

（23）6111

○文化勤労会館・西公民館
（25）5111

○西図書館 （25）6406

○歴史民俗資料館
（25）3600

○総合福祉センターもえの丘
（26）2888

○健康ドーム
（23）7006

○総合体育館
（24）0661

○東保健センター
（23）4000

○西保健センター
（24）1551

○東公民館 （22）4560

○東図書館 （25）3600

○回想法センター
（24）5337
（旧加藤家住宅内）

○陽だまりハウス
（25）8118

○社会福祉協議会本所
（22）1111
（西庁舎分館内）

○社会福祉協議会支所
（26）2700

（総合福祉センターもえの丘内）

○シルバー人材センター本部・西支所
（21）0810

○シルバー人材センター東支所
（21）3103



育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

　

子
ど
も
・
家
庭
1
1
0
番

　

県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時

連
絡
先　
　

0
5
2（
9
5
3
）4
1
5
2

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー　

0
5
2（
9
6
1
）7
2
5
0

※　

緊
急
の
場
合
、
夜
間
対
応
可
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
9

　

時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

適
応
指
導
教
室
「
あ
け
ぼ
の
」

（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　
　
（
24
）4
1
5
2

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
45
分

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所　

0
5
2

（
9
6
1
）0
9
0
0

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
4
時

連
絡
先　
　
（
22
）5
1
5
1

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
4
時

連
絡
先　
　
（
26
）7
7
6
3

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

連
絡
先　
　
（
26
）7
7
6
3

　　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
を

お
持
ち
の
方
の
制
度
や
家
庭
で
の
介
護
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

2
月
8
日（
木
）・
22
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽　
（
25
）

0
6
3
1

※　

相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が

な
け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

身
近
な
相
談
相
手

　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
各
市
町
村
に
配
置

さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
民
間
奉
仕
者

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）で
す
。

　

担
当
地
区
を
中
心
に
、
日
ご
ろ
か
ら
調

査
や
訪
問
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
、
問
題

や
悩
み
を
持
つ
方
が
自
ら
解
決
し
て
い
け

る
よ
う
に
側
面
か
ら
の
援
助
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
関
係
行
政
機
関
へ
の
連
絡

や
通
報
を
行
い
、
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
が
あ
る
方
は
、

地
域
の
身
近
な
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
東
グ
ル
ー
プ

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
相
談

　　

市
が
実
施
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
地
元
の
建
築
士

が
耐
震
改
修
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

2
月
28
日（
水
）午
後
1
時
〜
4

時
と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎　

第
3
会
議
室

相
談
員　
（
社
）愛
知
建
築
士
会
名
古
屋
西

　

支
部
の
建
築
士

定　

員　

6
人（
先
着
順
）

申
込
み　

2
月
7
日（
水
）か
ら
施
設
管
理

グ
ル
ー
プ
へ
。　

警察の相談窓口を
  ご利用ください

「被害者に差し伸べよう愛の手を
　思いやる心でつなぐ支援の輪」

　警察では、事件事故などの警察
事象に関するいろいろな相談に応
じています。
　日常生活に不安や危険を感じて
いる方は、ぜひご相談ください。

警察安全相談ダイヤル ＃9110
事件事故の緊急通報　　１１０番
緊急時以外　
　　　　　 052（501）0110

　犯罪の被害にあって、悩んだり
困ったりしている方は、ご相談くだ
さい。

警察安全相談

犯罪被害者相談

西枇杷島警察署警務課
住民サービス係
　　　　　 052（501）0110

平成19年　2月 18



平成19年　2月1919

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

相談名 と き ところ 相談員 問合せ

相談コ～ナ～相談コ～ナ～

西庁舎分館相談室

西庁舎分館小会議
室

東庁舎市民相談室

東庁舎市民相談室

西庁舎分館相談室

広聴相談（行政一般） 随時 9：00～17：00 西庁舎内会議室等 市職員 企画・広報グループ
※予約制

国民年金相談
毎週火 ・ 金曜日 9：00～12：00 西庁舎市民グループ

東庁舎市民グループ
年金相談員 市民（東・西）グループ

※年金手帳持参

マンション相談 2月20日（火） 10：00～12：00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、シ
ニアライフアドバイザー

社会福祉協議会
※予約制

心配ごと相談
2月13日（火） 13：30～16：30 総合福祉センター

もえの丘相談室

社会保険労務士等 社会福祉協議会
2月13日（火） 9：00～12：00 西庁舎分館相談室

ボランティア相談 2月21日（水） 13：30～15：30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動実
践者、社会福祉協議
会職員

社会福祉協議会

心のケア相談
3月６日（火）  9：00～12：00

総合福祉センター
もえの丘相談室 全日本カウンセリ

ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会
2月20日（火）  9：00～12：00

司法書士相談 2月20日（火） 13：00～16：00 総合福祉センター
もえの丘相談室 司法書士 社会福祉協議会

※予約制

法律相談
2月１5日（木）・3月１日（木）
9：00～12：00 西庁舎分館会議室

弁護士

2月8日（木）・２2日（木）
9：00～12：00

総合福祉センター
もえの丘相談室 社会福祉協議会

※予約制

心身障害者相談
2月13日（火） 10：00～12：00

2月２8日（水） 10：00～12：00

身体障害者相談員
知的障害者相談員

福祉（東・西）グループ
※電話での相談可

母子自立支援相談（出張） 毎週水曜日10：00～12：00 西庁舎分館相談室

市の母子自立支援
員

母子自立支援相談 随時 10：00～16：00 東庁舎児童グループ

母子家庭等就業相談
2月２8日（水） 10：00～12：00

2月28日（水） 13：30～15：30
県の就業相談員 児童グループ

こども相談（出張）

2月28日（水） 10：00～15：00 西子育て支援センター

市の児童相談員 児童グループ
※予約制2月14日（水） 10：00～15：00 北子育て支援センター

こども相談 随時 8：30～17：00 東庁舎児童グループ 市の児童相談員 児童グループ

毎週月 ・ 木曜日 9：00～12：00

2月7日（水） 10：00～15：00 東子育て支援センター

児童グループ

女性相談
2月1日（木） 10：00～12：00

2月15日（木） 10：00～12：00

西庁舎分館相談室

東庁舎市民相談室
県の女性相談員 福祉（東・西）グループ
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成人保健事業
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名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細
成人健康相談

心の健康相談
（要予約）

東保健センター

東保健センター

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24-1551）へ

13：30～15：30

13：30～15：30

持ち物：健康手帳
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相

談
内　容：不安・イライラ・不眠など心に関

する健康相談

高齢者インフルエンザ予防接種
　　65歳以上で、インフルエンザ予防接種を１月３１日（水）
までに指定医療機関以外で受けられた方は、補助金を交付
します。２月２８日（水）までに東・西保健センターへ申請し
てください。
手続きに必要なもの　
　医療機関で使用した予診票、領収書、振込先の口座番号　
（郵便局以外）、印かん

２月１日～７日は『生活習慣病予防週間』
　　毎年、２月１日から７日は『生活習慣病予防週間』です。
　　生活習慣病は、「食生活、運動、休養、飲酒、喫煙など
日常の生活習慣の影響をうけて発症、進行する病気の総
称」です。皆さんも日ごろの生活を見直し、生活習慣病の
予防に努めましょう。

メタボリックシンドローム ～ウエストのサイズダウンで健康アップ ！ ～
　　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪の蓄積による肥
満を共通の要因として、「糖尿病」「高脂血症」「高血圧」な
どの危険因子を２つ以上もった状態を言います。メタボリッ
クシンドロームの判断基準として「肥満」は必須項目となり
ます。

　　バランスのとれた食事にこころがけ、体を動かすことで内
臓肥満を解消しましょう。

離乳食講習会

　と　き　２月２８日（水） 午前１０時～正午
　　　　　（受付：午前９時３０分～）
　ところ　健康ドーム
　対　象　乳児を持つ家族、離乳食にお悩みの方
　定　員　２０人（先着順）
　内　容　離乳食の講話と実習
　持ち物　エプロン、タオル、ふきん、三角巾、ボールペン、
　　　　母子健康手帳
　参加費　２００円
　申込み　２月２１日（水）までに東保健センターへ。
　※　託児を希望される方は、３日前までに健康ドーム内の
　子育て支援室 　（22）7601へお問い合わせください。

心の健康相談　※予約制
と　き　２月の毎週木曜日 午後１時３０分～２時３０分
ところ　師勝保健所
歯科相談　※予約制
と　き　３月１日（木） 午前９時３０分～１１時（毎月第１木曜  
　　　日）

ところ　師勝保健所

師勝保健所からのお知らせ
　予約・申込み・お問い合わせは、師勝保健所　 （23）5811
へ。

お 知 ら せ

2月6日（火） 
              

2月6日（火）

腹囲（おへその高さで測る）
　男性　85ｃｍ以上
　女性　90ｃｍ以上

メタボリックシンドロームの診断基準

休日診療
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 　（81）1133

東部休日急病診療所
（23）0122

西部休日急病診療所
052（503）8277

内科・小児科（9：30～16：30）

4日（日）

11日（日）

12日（月）

18日（日）

25日（日）

4日（日）

2月

3月

西春整形外科
（21）5521

びわじま整形外科
052（505）8778

師勝整形外科
（23）4181

済衆館病院
（21）0811

済衆館病院
（21）0811

遠藤外科・整形外科
052（502）8841

横井歯科医院
052（400）2030

とくしげ歯科
（22）4182

岡崎歯科
052（400）7236

くまざわ歯科
（24）0505

おぜき歯科クリニック
052（401）8020

ぱんだ歯科
（26）3388

清須市
土器野
北名古屋市
徳重
清須市
清洲
北名古屋市
法成寺
清須市
上条
北名古屋市
九之坪

北名古屋市
西之保
清須市
西枇杷島町
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
鹿田
清須市
西枇杷島町

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）
日 付 外 科 所在地 歯 科 所在地

要
注
意
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母子保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳発
行

たまごサークル

パパママ教室
（要予約）

まりもちゃんの
会
4か月児健診

※　BCG予防接
種も行います。

10か月児健診

1歳6か月児健
診

2歳6か月児む
し歯予防教室

3歳児健診

育児・母乳・発達
相談
子ども健康相談

個別接種（三種混
合・ＭＲワクチン）
（要予約）

2月19日（月） ・ ３月５日
（月）
2月７日（水） ・ 21日（水） ・ 
２８日（水）
2月21日（水）

1日目　2月9日（金）  
2日目　2月18日（日）
　

2月5日（月）

2月26日（月）

2月9日（金）

2月14日（水）

2月13日（火）
2月28日（水）

2月16日（金）
3月8日（木）

3月1日（木）
2月21日（水）

2月15日（木）
2月23日（金）

2月14日（水）
２月２８日（水）
３月２日（金）

東保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター
東保健センター

西保健センター
東保健センター

西保健センター
東保健センター

西保健センター
東保健センター

宇福寺児童館
健康ドーム
鍜治ケ一色児童
館

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23-4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）
　

10：30～12：00

受付9：15～9：30

10：00～11：30

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
BCGのみの方
  受付13：30～14：00
受付13：00～13：45
BCGのみの方
  受付14：00～14：45
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45
8月生まれ
  受付9：00～9：15
9月生まれ
  受付10：00～10：15
受付10：00～10：30
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45
9：30～11：00

10：00～11：00

　

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明

対　象：妊娠中の方
持ち物：母子健康手帳
内　容：ビデオ上映、交流会等
持ち物：母子健康手帳、ボールペン
1日目：赤ちゃんの保育・妊娠中の栄養に

ついて、交流会
2日目：親子の関係・母乳の話
対　象：アレルギーでお悩みの親子
内　容：学習会、情報交換等
対　象：平成18年10月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、BCG予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

※　6か月未満児でBCG未接種の場合は、
ご相談ください。

対　象：平成18年4月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、オムツ、ミルク、

着替え

対　象：平成17年7月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル

対　象：平成16年8月・9月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布　
対　象：平成16年2月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査ア

ンケート、歯ブラシ、コップ、タオル
※　視力・聴力の検査は自宅で行ってきて
ください。
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳、予防接種予診票、
健康保険証、乳幼児医療費受給者証

※　体調の良い時に接種を受けてください。
指定医療機関にあらかじめ電話などで予約してください。

※　託児を希望される方は、3日前までに健康ドーム内の子育て
　支援室　（22）7601へお問い合わせください。

※　母乳・発達相談は要予約

※　歯を磨いてきてください。



広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％
再生紙と大豆油インキを使用しています

北名古屋市の人口（1月1日現在）
総人口
男　性
女　性
世帯数

79,370人　（+ 76）
39,939人　（+ 31）
39,431人　（+ 45）
30,716世帯（+ 59）

イベント
施 設
情 報

■ 北名古屋市民吹奏楽団 第11回定期演奏会
と　き／
内　容／
問合せ／宇井政雄　  （22） 3082

2月4日（日）午後2時～　　ところ／文化勤労会館　大ホール
「オリエント急行」「リクディム～４つのイスラム舞曲～」「７６本のトロンボーン」など

と　き／2月25日（日）午後2時～
ところ／総合体育館  市民ホール
演　題／「オリンピックへの道」
講　師／栄 和人氏 （女子レスリング日本代表監督）
　　　　 吉田 沙保里選手 (アテネオリンピック金メダリスト）
整理券／２月２日（金）から総合体育館で配布します (先着順）
問合せ／体育協会事務局　  （25） 9311
　　　　 ふれあいスポーツクラブ事務局（スポーツグループ内）　

■ スポーツ講演会2007

栄 和人氏栄 和人氏栄 和人氏吉田 沙保里選手吉田 沙保里選手吉田 沙保里選手
2


